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１. 事業概要

商号 株式会社　建吉組

本社所在地 熊本県熊本市中央区坪井６丁目３８番１５号

代表者 代表取締役　笹原　健嗣

創業 大正　　８年　　５月　　１日

創立 昭和　１９年　　４月　１９日

所在地 本 社 熊本市中央区坪井６丁目３８－１５

福岡支店 福岡市南区塩原３－２６－１８－７０４

合志倉庫 合志市野乃島字野田原４４２０番３

ＵＲＬ ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔａｔｅｙｏｓｉ．ｃｏ．ｊｐ

事業内容 建設工事の企画・設計及び監理

建築・土木工事の施工

資本金 １億円

完工高 ４０億円（平成２８年度）

従業員数 ６２名

許可 建設業許可　国土交通大臣（特－２４）第８５３号

許可を受けた建設業

登録 一級建築士事務所登録　熊本県知事　第１００号

環境管理統括管理者： 服部　孝

環境管理担当者： 加治屋　賢二

連絡先： ＴＥＬ
ＦＡＸ

０９６―３４３－１１１１
０９６―３４５－６７１１

1

(特-24)
土木工事業 土工工事業 とび・土工工事業 屋根工事業
ﾀｲﾙ・れんが・ﾌﾞﾛｯｸ工事業 鉄筋工事業 ｶﾞﾗｽ工事業
防水工事業 熱絶縁工事業 水道施設工事業 建築工事業
左官工事業 石工事業 管工事業 鋼構造物工事業
ほ装工事業 板金工事業 塗装工事業 内装仕上工事業
建具工事業

１. 事業概要



２. 組織概要・対象範囲
2016.4.1現在

＜ 部 門 ＞ ＜ 部 署 ＞

代表取締役　笹原　健嗣 執行役員営業部長（福岡支店長兼務）
金子　佐年
部員　7名

建築部次長
井手　士朗
部員　　41名  

設計工務部次長
服部　孝
部員　　8名  

執行役員
経営企画室室長
松本　秀次
部員　　5名  

対象範囲　＝　全社員

２

設計課

 株式会社  建 吉 組  　組  織  図 （ＥＡ２１認証・登録範囲）

社　長 営業部 福岡支店

建築部 建築課

工務課

総務部 総務課

経理課

経営企画室

ﾘﾌｫ-ﾑ課

設備課

管理課

工事班

設計工務部

２. 組織概要・対象範囲





４. 環境への負荷実績・目標

環境の負荷実績（2007年度(基準年)，2015，2016年度）　　4月～3月（12ヵ月）

事務所 現場 事務所 現場 事務所 現場

ｺﾝｸﾘｰﾄ殻 数量（ｔ） 0.0 1,101.6 0.0 1,229.9 0.0 5,056.8

建設発生木材 数量（ｔ） 0.0 391.7 0.0 323.9 0.0 137.6

建設発生金属 数量（ｔ） 0.0 158.4 0.0 100.3 0.0 22.2

建設汚泥 数量（ｔ） 0.0 417.1 0.0 68.6 0.0 600.1

紙くず 数量（ｔ） 0.0 86.7 0.0 52.6 0.0 17.7

建設混合廃棄物 数量（ｔ） 0.0 154.7 0.0 6.5 0.0 36.9

ｋｇ-CO2 133,212 95,350 98,812

ｋｇ-CO2 16.2 15.9 22.9

数量（ｔ） 20,686 4,940

CO2削減数量（ｔ）

水資源 使用量（ ）　 178 3,493 56 1,442 43 969

紙 使用量（枚）　 478,000 102,000 295,500 224,000 336,000 299,500

地域貢献 回数

グリーン購入 購入率％ - - 65.7% 56.0% 67.3% 55.5%
＊CO2総排出量は、平成26年度九州電力㈱実排出係数(0.584)にて計算。基準年度も同係数に換算し計算。 ※自らが施工・販売・提供する製品及びｻｰﾋﾞｽに関する環境配慮

２０１６年度目標に対する実績　（４月～３月）

事務所 現場 事務所 現場 事務所 現場

ｺﾝｸﾘｰﾄ殻 再資源化率％ 100.0 100.0 ○

建設発生木材 〃 100.0 100.0 ○

建設発生金属 　　　　〃 100.0 100.0 ○

建設汚泥 　　　　〃 100.0 100.0 ○

紙くず 　　　　〃 100.0 100.0 ○

建設混合廃棄物 　　　　〃 100.0 96.4 △

％ -30.0 -6.0 -25.8 141.3 △ ×

CO2削減数量(t)

水資源 削減率％ -70.0 -70.0 -75.8 -72.2 ○ ○

紙 〃 -30.0 -3.0 -29.7 193.6 △ ×

地域貢献 回数

グリーン購入 購入率％ 67.3% 55.5% ○ ×

　※自らが施工・販売・提供する製品及びｻｰﾋﾞｽに関する環境配慮

短 期 ・ 中 期 目 標 （年 間）

事務所 現場 事務所 現場

ｺﾝｸﾘｰﾄ殻 再資源化率％ 100.0 100.0

建設発生木材 　　　　〃 100.0 100.0

建設発生金属 　　　　〃 100.0 100.0

建設汚泥 　　　　〃 100.0 100.0

紙くず 　　　　〃 100.0 100.0

建設混合廃棄物 　　　　〃 100.0 100.0

％ -30.0 -3.0 -30.0 -3.0

CO2削減数量(t)

水資源 ％ -72.0 -72.0 -73.0 -73.0

紙 ％ -30.0 -3.0 -32.0 -3.0

地域貢献 回数

グリーン購入 購入率％

　※自らが施工・販売・提供する製品及びｻｰﾋﾞｽに関する環境配慮

CO2総排出量　現場
（完成工事高　百万あたり）
ＧＥＯパワーシステム ※
自然ｴﾈﾙｷﾞｰ｢地中熱｣を利用した

特許工法

ｼｽﾃﾑ普及により、CO2の
削減45t

ｼｽﾃﾑ普及により、CO2の
削減45t

そ
の
他

5回 5回
ｸﾞﾘｰﾝﾏｰｸ製品やｴｺ製品の
年間購入率62％以上

ｸﾞﾘｰﾝﾏｰｸ製品やｴｺ製品の
年間購入率65％以上

４
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年間購入率62％以上

ＧＥＯパワーシステム ※
自然ｴﾈﾙｷﾞｰ｢地中熱｣を利用した

特許工法

ｼｽﾃﾑ普及により、CO2の
削減40t

66.0(ｔ)　(ﾊﾟｲﾌﾟ132本分)
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CO2総排出量
(事務所)

資源等使用量

化学物質使用量 使用材料の選定を行っている（場合によりVOC測定で数値を確認）

ＧＥＯパワーシステム※

CO2総排出量　現場
(完成工事高　百万あたり）

目　標 実　績 評　価

４. 環境への負荷実績・目標



５

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度

目標 事務所 -30.0 -30.0 -30.0 -32.0 -30.0

実績 事務所 -29.8 -28.0 -32.8 -28.4 -25.8

目標 現場 -6.0 -6.0 -6.0 -17.0 -6.0

実績 現場 47.6 22.3 -16.5 -1.8 141.3
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　環境の負荷実績【2007年度（基準年）、直近5年】
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５－１．　環境活動の計画と取組結果の評価（CO2排出量削減）

項　　　目 取　　組　　計　　画 担当者 取　組　結　果 評価

電気・水・灯油

電力 ・ 省ｴﾈ技術開発に取り組む（地中熱基礎空調の活用、省ｴﾈ改修工事の推進活動 他） 前田ﾉ･迫田 ・ GEOﾊﾟﾜｰｼｽﾃﾑ導入 2件、 省ｴﾈ改修・建築工事 1件　の実績となった。 △

2016年度は熊本地震による震災復旧が工事の中心となった。

・ 1階事務所GEO機械室入口ﾄﾞｱにﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ電源ON・OFFのﾌﾟﾚ-ﾄを取付け、 加治屋 ・ 室温を随時ﾁｪｯｸし、管理した。また退社時の電源OFF忘れ防止の為ﾌﾟﾚｰﾄを ○

電源の管理を行う 活用し全社員に分かるようにした。

・ 2階事務所掲示板にﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ電源ON・OFFのﾌﾟﾚ-トを取付け、電源の管理を行う 杉本 ・ ﾌﾟﾚｰﾄを取り付けることにより、電源の消し忘れを防いだ。 ○

灯油 ・ 冬場の暖房器具は室内温度20度を目処に設定する（現場事務所） 各現場所長 ・ 各現場事務所に温度計を設置し、安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ時にも確認した。 ○

自動車燃料等

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ ・ 社有車を購入する際は、燃費重視の車にする 田村 ・ 2016年度は営業車の購入をしなかった。 -

・ 自動車を利用する際、同一場所へ行く時は相乗りを進める　 金子 ・ 研修会・講演会・現説・入札等、複数人で行く場合は相乗りをした。 ○

・ ﾀｲﾔの空気圧を適正に保つなど、定期的な点検整備を行う　 田村･岩崎ﾋ ・ 空気圧の点検を行った。 ○

・ 長距離の移動については、公共機関を積極的に利用する 金子･前田ﾉ ・ 県外出張時にはJR利用を促進し、近隣県にも出来る限り公共機関を利用した。 ○

・ 現場では、協力会社へ乗りあわせで通勤を依頼する 各現場所長 ・ 新規入場者教育に「8.環境活動に関する事項」を追記して、協力会社に依頼 ○

した。

重機等 ・ 使用していないときはｴﾝｼﾞﾝを止め、CO2削減に努める　 各現場担当者 ・ 新規入場時に教育し、事故防止にも繋げた。 ○

ｸﾞﾘｰﾝ購入

購入 ・ 再生紙、非木材紙を購入する　 長谷川 ・ 名刺を非木材紙とした。 ○

・ 詰替え商品・ﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙ容器入りを購入する　（筆記用具・洗剤・ｿｰﾌﾟ等） 長谷川 ・ 購入担当は総務課とし、詰め替え可能な商品を選定して購入した。 ○

提案 ・ 営業活動において、ｴｺﾊﾞｯｸﾞ・ｴｺ商品の配布を行い配布先・社員ともにｴｺに対する 榮 ・ 着工時にはｴｺﾊﾞｯｸﾞ・ｴｺ商品を持って近隣挨拶を実施した。 ○

関心を高める　

・ 設計において、ｸﾞﾘｰﾝ購入法適合商品(省ｴﾈﾗﾍﾞﾙ・ｴｺﾏｰｸ・ｸﾞﾘｰﾝﾏｰｸ）の材料・ 杉本･村端 ・ 施主の要望に応える省ｴﾈ案を提案した。 ○

設備等を1物件2件以上提案し、環境配慮設計に努める

・ 環境負荷低減に関する有用な情報を設計者が共有している 杉本 ・ 資料の回覧・保管を徹底し、各物件の省ｴﾈ提案の状況を表にまとめた。 ○

現場 ・ 文房具は持ち回りをし、詰め替え出来る商品を購入する　 長谷川 ・ 購入担当は総務課とし、詰め替え可能な商品を選定して購入した。 ○

ﾘｻｲｸﾙ

用紙 ・ 古紙(新聞・雑誌・ｺﾋﾟｰ用紙・ｶﾀﾛｸﾞ等)の分別回収を行う　 岩崎ﾋ・杉本 ・ 古紙はﾘｻｲｸﾙ業者に持ち込み処理を依頼した。（年2回） ○

・ 電子ﾒﾃﾞｨｱを利用し、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化を図る 中村ﾌ・村端 ・ 図面は、ﾃﾞｰﾀで他社へ渡した。(ﾒｰﾙにてﾃﾞｰﾀ配信) ○

DocuWorksを導入し、ISOﾏﾆｭｱﾙ等の配布を用紙からﾃﾞｰﾀへと移行した。

８

５－１. 環境活動の計画と取組結果の評価（CO2排出量削減）



項　　　目 取　　組　　計　　画 担当者 取　組　結　果 評価

廃棄物

産業廃棄物 ・ 廃棄物管理票（ﾏﾆﾌｪｽﾄ）に基づき適正に処理する　 現場担当者 ・ 管理課で一括管理し毎年6月30日までに、役所にﾏﾆﾌｪｽﾄ交付等状況報告書 ○

岩崎ﾋ を提出。現段階までは、適正に処理されている。

・ 再生利用及び再生利用率を向上させる　 建築部･管理課 ・ 委託業者への立入調査、協力依頼をした。 ○

ＰＣＢ ・ 適正に保管管理を行う。毎年6月30日までに役所に保管の 岩崎ﾋ ・ 施錠が出来る場所に保管し、延滞なく管理状況を期日までに提出した。 ○

状況を書面で（数量、状況写真）提出する　

現場 ・ 廃棄物の削減 建築･管理課員 ・ 材料発注を計画的に行い、材料の無駄を無くした。 ○

・ ﾘｻｲｸﾙ品の使用　 建築･管理課員 ・ 砕石は、ﾘｻｲｸﾙ材である再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝを使用した。 ○

地域貢献活動

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ ・ ｷｬｯﾌﾟを別途回収し、途上国のﾜｸﾁﾝ費用に充てる　 杉本 ・ 事務所、現場に回収BOXを設置し、関係機関へ持参した。(6,020個収集) ○

44.10㎏のCO2発生を削減できた。

清掃活動 ・ 県道：熊本菊鹿線(管理者:熊本市(熊本市中央区黒髪))年2回の清掃活動を実施 田村 ・ 5月と12月の年2回実施した。 ○

美化ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 地域の美化活動を行う

○・・・出来ていた

△・・・完全には出来ていなかった

×・・・今年度は出来なかった

９



エコ活動取り組み状況　　

エコキャップ回収
　・ペットボトルのキャップを集めて

　　ポリオワクチン購入等に充てる活動に参加しています。

　　今年も永野商店に持って行き14.0㎏の

　　エコキャップを回収できました。

自社のその他取り組み

環境を通して地域貢献　　～当社の活動を紹介します～

　・当社では、年2回近隣の道路清掃を行い、地域環境の保護に努めています。
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全体会議で講師を招いて環境講話を行い、環境に

対する意識向上に努めています。

今年はNPO環境技術協会様に講話をしていただ

きました。

月１回ある現場の安全パトロールにエコ委員も参加し、

現場でのエコの取り組み状況を確認しています。

第10回2016.10.31実施
14.0kg回収
6,020個

分別OK!

第16回

2016.05.21実施

第17回
2016.11.19実施



     地中熱利用換気システム「ジオパワーシステム」とは……
        年間を通して地域の年間平均気温とほぼ同じ温度の地下５ｍの特性を利用し、
        地下に垂直に埋設したパイプ内に外気を通して熱交換を行ない、夏は涼しく、
        冬は暖かい空気を室内に送り込むことで、なるべく冷暖房機器に頼らずに
        「心地よい」温熱空間を実現するものです。
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【コントロールパネル】

タイマー設定、風量の状況など

システムの確認や設定ができます

【グリ石蓄熱層】

蓄熱、蓄冷で

省エネ効果を発揮します

【空気循環ユニット】

エアサイクル時間はタイマー

で設定が可能。空気が常に

流れているのでさわやか

【ファンユニット】

２４時間の計画換気で

省エネ設計 【ジオパイプ】

熱交換・浄化・除湿

加湿効果が期待できる

【換気】
換気時間はタイマーで設定可能
空気の入口と出口が離れている
ので安心

【セラミック炭】

消臭・調湿、遠赤外線効果なども

期待できる

システム概要

夏・冬の循環、換気運転



省エネ等改修工事／ネット・ゼロ・エネルギービル実証事業 一覧
申請時 実績
エネルギー エネルギー
削減率 削減率

平成
22
年度

国土交通省
介護老人保健施設M
省エネ改修推進事業工事

省ＣＯ２推進事業実施支援室
平成21年度 住宅・建築物省エネ改修推進事業

2010/03/23 
2010/05/31

・開口部改修（複層ガラス化）
・空調設備改修(60台入替) 11.7% 11.8% 25.36 t-CO2

平成
23
年度

国土交通省 (株)K研究所 省エネ改修推進事業工事
省ＣＯ２推進事業実施支援室

平成22年度 建築物省エネ改修緊急支援事業事業
2011/03/31 
2011/06/30

・開口部改修（複層ガラス化）
・空調設備改修 11.3% 11.5% 16.1 t-CO2

経済産業省 M医院 節電改修工事
一般社団法人環境共創イニシアチブ

建築物節電改修支援事業
2012/06/21 
2012/08/31

・空調設備改修
・給湯設備改修 21.3% 22.8% 6.54 t-CO2

経済産業省 Kビル 省エネ改修工事
一般社団法人環境共創イニシアチブ

建築物節電改修支援事業
2012/06/23 
2012/08/31

・空調設備改修 14.3% 19.9% 38.8 t-CO2

国土交通省 T(株) 省エネ改修推進事業工事
省ＣＯ２推進事業実施支援室

平成24年度 建築物省エネ改修推進事業
2012/10/06 
2012/12/25

・開口部改修（複層ガラス化）
・空調設備改修
・計測機器導入

21.2% ① 17.1%
② 19.0%

① 56.07 t-CO2
② 62.61 t-CO2

国土交通省
介護老人保健施設 Ｋ-M
平成24年度建築物省エネ改修推進事業工事

省ＣＯ２推進事業実施支援室
平成24年度 建築物省エネ改修推進事業

2013/02/01 
2013/03/31

・開口部改修（複層ガラス化）732㎡
・空調設備改修（86台入替）
・計測機器導入

21.0% ① 11.6%
② 16.1%

① 33.89 t-CO2
② 47.15 t-CO2

平
成
25
年
度

経済産業省
介護老人保健施設
Ｍ-ＺＥＢ化推進事業工事

一般社団法人環境共創イニシアチブ
平成25年度

住宅・ビルの革新的省エネ技術導入促進事業
（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル実証事業）

2013/08/30 
2014/01/15

・開口部改修（複層ガラス化）
・空調設備改修
・照明設備改修
・給湯設備改修
・地中熱利用換気システム導入
・計測機器導入

44.1% ① 29.6%
② 36.8%

①   9.66 t-CO2
② 10.49 t-CO2

経済産業省 特別養護老人ホームＨ 省エネルギー事業
一般社団法人環境共創イニシアチブ
エネルギー使用合理化等事業者支援事業

2014/10/1 
2014/11/30

・空調設備改修
・照明設備改修（LED）
・計測機器導入

11.0% 17.3% 69.16 t-CO2

国土交通省
特別養護老人ホームＴ
建築物省エネ改修等推進事業工事

省ＣＯ２推進事業実施支援室
平成26年度 建築物省エネ改修等推進事業

2014/9/16 
2014/11/29

・開口部改修（複層ガラス化）
・屋根断熱改修
・空調設備改修（高効率）
・照明設備改修（LED）
・給湯設備改修(ボイラーの高効率化)
・計測機器導入
・天井断熱
・日射調整フィルム

16.6% 23.7% 117.57 t-CO2

・建物性能（断熱サッシ＋Low-E複層ガラス）
・建物性能（土間・外壁・屋根断熱）

一般社団法人環境共創イニシアチブ ・高効率空調設備
平成26年度補正 2015/10/1 ・全熱交換型換気設備 63.00% 69.90% 745.23 t-CO2

住宅・ビルの革新的省エネ技術導入促進事業  ・地中熱利用換気設備 創エネ含み 創エネ含み  創エネ含み
2016/1/28 ・高効率照明設備 67.70% 75.80% 808.06 t-CO2

・太陽熱利用給湯設備
・創エネルギー導入（太陽光発電＋蓄電池）
・計測機器導入

独立型再生可能エネルギー発電システム等対策費事業 一覧
申請時 実績
エネルギー エネルギー
発電量 発電量

平成
26
年度

経済産業省
特別養護老人ホームＨ
太陽光発電設備設置事業

一般社団法人 新エネルギー導入促進協議会
平成26年度

独立型再生可能エネルギー発電システム等対策費補助金

2014/10/09 
2014/11/30

・太陽光発電パネル設置
・計測装置導入 36,786 kWh 41,003 kWh 20.7 t-CO2

CO2削減量

平
成
27
年
度

経済産業省
障害者支援センターＤ
ＺＥＢ化実証事業工事 （ＺＥＢ実現に向けた先進的省エネルギー

建築物実証事業）

補助事業者 / 事業名 工 期 工事内容

平
成
24
年
度

平
成
26
年
度

工事
年度

補助金
交付機関

工 事 名

補助事業者 / 事業名 工 期 CO2削減量工事内容工事
年度

補助金
交付機関

工 事 名

1
2

基準一次エネルギー消費量からの削減



平成28年度施工物件（ｼﾞｵﾊﾟﾜｰｼｽﾃﾑ工事）
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↓
普
通
教
室
に
導
入

ジオパワーシステム工事【長洲町立小中学校（小学校４校、中学校２校）】

ジオパワーシステム工事【天寿園ＮｅＯ】

↓
外
気
取
入
れ
口



　　５-２.　　環境活動の全体評価

・電気・水・灯油

　2016年度、事務所の購入電力においては70,630kwhと、2015年度の72,162kwhと比較し、1,532kwhの削減

となった。2015年度、当社所有ﾋﾞﾙ全館（建峰ﾋﾞﾙ1～8階）、照明器具から誘導灯まで全ての器具約600台を

LED化した事による結果だと考えられる。

　現場においては2016年度、購入電力119,009kwhと、2015年度の80,490kwhと比較し38,519kwhと大幅な

増加となった。前年からの繰越工事（大型物件）が大きかった事が要因である。

・自動車燃料等

　社有車は政府推奨の次世代自動車（ｴｺｶｰ）が、19台中10台となっており、全社有車の約70%までにｴｺｶｰを

増やし、CO2削減に企業として努力したい。

　県内の遠方や県外などへの出張は、ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｶｰを利用してさらなる燃費の向上を目指しており、ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞへ

の意識を高く持つことでCO2削減につながることも実感できた。

　また、ｶﾞｿﾘﾝ消費量・CO2排出量削減への意識改革の為、相乗り等を積極的に行いCO2排出量を意識すること

が出来た。

・グリーン購入

　今年度のｸﾞﾘｰﾝ購入率実績としては、事務所が67.3%、現場が55.5%となり、事務所のみ目標の62.0%を達成

することが出来た。現場では在庫を抱えることができず、必要な物を必要な時に少量ずつ購入する為、購入率

が事務所よりも低い傾向にある。ｸﾞﾘｰﾝﾏｰｸ製品を優先して購入する意識は高まっているので、今後も現場での

ｸﾞﾘｰﾝ製品調達を積極的に実施して目標値の達成に努めたい。

・リサイクル

　ﾐｽｺﾋﾟｰ・ﾐｽ印刷の削減、裏紙使用の意識も浸透しているので、今後も継続していく。

又、社内書類のﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化を推進しており、会議室に新しく導入したBIG PADを活用して会議資料の配付枚

数の削減に努めている。古紙のﾘｻｲｸﾙに関しても、年2度のﾘｻｲｸﾙ業者持ち込みを継続して実施している。

・廃棄物

　新築工事に関しては100%近くの再資源化が進んでいるが、改修・解体工事においてのｶﾞﾗｽ・陶磁器くず、

その他のがれき類の再資源化がなかなか進まないので、その発生を極力抑え、より選別された廃棄物にして

処理するかによって、再資源化率が向上していくものと期待できる。

　よって今後、分別回収になお一層取り組み、改善を進めていく。

・ＧＥＯパワーシステムの普及におけるＣＯ2削減について

　今年度は、7棟にｼﾞｵﾊﾟｲﾌﾟ 7.5mを44本（5mに換算すると132本）導入、年間約66tのCO2削減を行った。

これを杉の木の吸収量で表すと、杉の木4,714本分のCO2吸収量と同じことになる。

※2016年度「GEOﾊﾟﾜｰｼｽﾃﾑ施工実績」  （前期2015年度合計6棟：ｼﾞｵﾊﾟｲﾌﾟ93本(5m換算)）

※5m換算：132本

累計施工実績　2009年度(施工開始)～2016年度累計　43棟　ｼﾞｵﾊﾟｲﾌﾟ 394本(5m換算)　CO2削減 197ｔ

用途別 学校 福祉施設

7.5m×8本

合計

7

7.5m×44本ｼﾞｵﾊﾟｲﾌﾟ本数

14

7.5m×36本

棟数 6 1

５－２. 環境活動の全体評価



・省エネ等改修工事について

　平成22年度より国交省や経済産業省の補助金を利用して、昨年度までに11件の施工を行った。

工事内容は断熱ｻｯｼ・複層ｶﾞﾗｽ、土間や外壁の断熱、創ｴﾈﾙｷﾞｰ導入等で、CO2を1,159.71t削減すること

ができた。

・地域貢献活動

　ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙのｷｬｯﾌﾟを回収し、医療支援・ﾜｸﾁﾝ支援等の社会貢献活動に充てる活動に協力している。2016

年度のｷｬｯﾌﾟ回収は約14.0kg、6,020個(第10回目)で累計のｷｬｯﾌﾟをｺﾞﾐとして焼却した場合のCO2発生量

44.10㎏を抑えることが出来た。

　年2回の美化ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱも2016年度も行う事ができ、今までに17回実施できた。今後も地域貢献の為に継続

していきたい。

  当社で取り組んでいる地熱･内外両断熱･太陽光･省ｴﾈ器具など環境配慮設計を積極的に進めて、CO2

削減の為、お客様への提案を推進していきたい。

５-３.　　環境活動の今後の課題

　熊本地震の影響で災害廃棄物の処理に時間を要し大変であった。

現場では化学物質等の保管に対する意識も強くなり、協力会社への指導も徹底している。

　震災復旧工事は落ち着いてきたが、毎日の業務でも環境活動への取り組みを強化し、社員･協力業者の

方々に環境教育、講習会等を実施し環境活動を推進していきたい。
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５－３. 環境活動の今後の課題



６.　環境活動における次年度の取組内容（2017.4.1～2018.3.31）

項　　　目 取　　組　　計　　画 取　　組　　手 　順 担当者

電気・水・灯油

電力 ・ 省ｴﾈ技術開発に取り組む（地中熱基礎空調の活用、省ｴﾈ改修工事の推進活動 他） ・ GEOﾊﾟﾜｰｼｽﾃﾑ、省ｴﾈ改修工事の提案を行う 前田ﾉ･山本

・ 1階事務所GEO機械室入口ﾄﾞｱにﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ電源ON・OFFのﾌﾟﾚ-ﾄを取付け、 ・ 室温に応じ、電源のON・OFFを行う 加治屋

電源の管理を行う

・ 2階事務所掲示板にﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ電源ON・OFFのﾌﾟﾚ-トを取付け、電源の管理を行う ・ 室温に応じ、電源のON・OFFを行う 杉本

灯油 ・ 冬場の暖房器具は室内温度20度を目処に設定する（現場事務所） ・ 温度管理を13時に1回ﾁｪｯｸ表にてﾁｪｯｸ 各現場所長

自動車燃料等

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ ・ 社有車を購入する際は、燃費重視の車にする ・ 燃費の良い車を購入前に把握する 田村

・ 自動車を利用する際、同一場所へ行く時は相乗りを進める　 ・ 週間予定表を確認し、事前に相乗り計画を立てる 金子

・ 長距離の移動については、公共機関を積極的に利用する ・ 交通運賃価格比較表に基づいて車、又は公共機関か検討 金子･前田ﾉ

・ 現場では、協力会社へ乗りあわせで通勤を依頼する ・ 入所する時に確認する→乗り合わせの指示をする→ﾊﾟﾄﾛｰﾙ時に状況を確認 各現場所長

重機等 ・ 使用していないときはｴﾝｼﾞﾝを止め、CO2削減に努める　 ・ 新規入場の際に業者へ教育をする 各現場担当者

ｸﾞﾘｰﾝ購入

購入 ・ 再生紙、非木材紙を購入する　 ・ 材質を確認し、ｺﾋﾟｰ用紙・名刺等の紙類の発注を行う。 長谷川

・ 詰替え商品・ﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙ容器入りを購入する（筆記用具・洗剤・ｿｰﾌﾟ等） ・ 詰め替え商品・ﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙ商品の予備を購入しておく。予備のない場合は 長谷川

注文者がｸﾞﾘｰﾝ担当者を通して商品の選定→責任者が確認をし、発注する

提案 ・ 営業活動において、ｴｺﾊﾞｯｸﾞ・ｴｺ商品の配布を行い配布先・社員ともにｴｺに対する ・ 商品の持ち出し時に責任者へ報告→責任者は配布状況の確認・把握をする 榮

関心を高める　

・ 設計において、ｸﾞﾘｰﾝ購入法適合商品(省ｴﾈﾗﾍﾞﾙ・ｴｺﾏｰｸ・ｸﾞﾘｰﾝﾏｰｸ）の材料・設備 ・ 各会議時に、仕様書・ﾌﾟﾚｾﾞﾝｼｰﾄ等を参考に2件以上の提案が行われて 杉本･村端

等を1物件2件以上提案し、環境配慮設計に努める いるか確認する

・ 環境負荷低減に関する有用な情報を設計者が共有している ・ 各人で入手した情報の資料を設計回覧し、回覧後は「市場情報」ﾌｧｲﾙにて 杉本

保管。実施設計以降の物件は「省ｴﾈ提案状況表」に環境配慮した項目を記入

現場 ・ 文房具は持ち回りをし、詰め替え出来る商品を購入する　 ・ 建築部員は現場ごとでの文房具商品の購入を控える 長谷川

→注文する場合、責任者を通し、商品の選定を行う

ﾘｻｲｸﾙ

用紙 ・ 古紙(新聞・雑誌・ｺﾋﾟｰ用紙・ｶﾀﾛｸﾞ等)の分別回収を行う　 ・ 個人または各部署毎に分別し、年に2回ﾘｻｲｸﾙ業者に持ち込む 岩崎ﾋ・杉本

・ 電子ﾒﾃﾞｨｱを利用し、ﾍﾟｰﾊﾟﾚｽ化を図る ・ 電子ﾒﾃﾞｨｱの活用を徹底し、ﾍﾟｰﾊﾟﾚｽ化を図る 中村ﾌ・村端

1
6

６. 環境活動における次年度の取組内容（2017.4.1～2018.3.31）



項　　　目 取　　組　　計　　画 取　　組　　手 　順 担当者

廃棄物

産業廃棄物 ・ 廃棄物管理票（ﾏﾆﾌｪｽﾄ）に基づき適正に処理する　 ・ 1.現場毎に産業収集処理業者と委託契約を早急に結ぶ 1.現場担当者

2.産廃搬出量を毎月現場毎に集計する 2.現場担当者

3.現場終了後ﾏﾆﾌｪｽﾄ伝票・ﾏﾆﾌｪｽﾄ交付状況報告書を建築部に提出 3.岩崎ﾋ

・ 再生利用及び再生利用率を向上させる　 ・ 委託契約業者に再利用が行われているか確認する 建築部

ＰＣＢ ・ 適正に保管管理を行う。毎年6月30日までに役所に保管の状況を書面で ・ 毎月月末に保管状況を点検・確認する 岩崎ﾋ

（数量、状況写真）提出する　

現場 ・ 廃棄物の削減 ・ 現場ごとに削減案を作成し実行する 建築部

・ ﾘｻｲｸﾙ品の使用　 ・ 再生資源を利用する 建築部

地域貢献活動

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ ・ ｷｬｯﾌﾟを別途回収し、途上国のﾜｸﾁﾝ費用に充てる　 ・ 事務所、現場に回収BOXを設置→関係機関へ持参 杉本・田村

清掃活動 ・ 県道：熊本菊鹿線(管理者:熊本市(熊本市中央区黒髪))を年2回清掃活動実施 ・ 年2回清掃を行う 田村

美化ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 地域の美化活動を行う

1
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1
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　　　環境関連法規制の遵守状況をチェックしたところ、違反は有りませんでした。

　　　また、現時点まで関係当局からの違反等の指摘、住民等からの苦情、訴訟について

　　　問題ありません。

８. 建設に係る環境関連法規への違反、訴訟等の有無
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エコアクション委員

統括管理者 ： 服部　孝
委員長 ： 加治屋　賢二
事務局 ： 長谷川　ゆか
委員 ： 岩崎　洋　、　杉本　正己　、　田村　雅宏　、　迫田　有紀

エコアクション委員会実施体制

電気・水・灯油
総務部・・・松本、岩永

加治屋　賢二 建築部・・・井手
長谷川　ゆか 工務課・・・税所
岩崎　洋 （現場）

自動車燃料・ｶﾞｿﾘﾝ・軽油 金子、前田ﾉ
福本

田村　雅宏 （エコドライブ推進） 燃料費・・・金子
　 　〃 （社有車・私有車燃料費） 重機等・・・建築部員

グリーン購入 総務部・・・岩永
工務課・・・仲原

杉本　正己 設計課・・・渡辺ﾄ、村端
長谷川　ゆか 建築部・・・田代
迫田　有紀 （現場） 営業部・・・野田

リサイクル 用紙・封筒
工務課・・・中村ﾌ
設計課・・・村端、田中

岩崎　洋 （現場） 建築部・・・岩本
杉本　正己 （設計） 営業部・・・野田
田村　雅宏 （1F）

建築部・・・上内
営業部・・・前田ﾉ

廃棄物
建築部・工事班

岩崎　洋 （ﾏﾆｭﾌｪｽﾄ伝票・ＰＣＢ）
　 　〃〃 （現場）

環境教育
全社員

服部　孝
加治屋　賢二

行政窓口

服部　孝
加治屋　賢二

長
谷
川
ゆ
か

代
表
取
締
役

笹
原
健
嗣

エ
コ
ア
ク
シ

ョ
ン
委
員
会

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ・・・

事
務
局

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ・ﾋﾞﾝ・缶・ｷｬｯﾌﾟ･ﾌﾟﾙﾀﾌﾞ
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９. 実施体制（社内） 2016年度



エコアクション委員

統括管理者 ： 服部　孝
委員長 ： 加治屋　賢二
事務局 ： 長谷川　ゆか
委員 ： 岩崎　洋　、　杉本　正己　、　田村　雅宏　、　迫田　有紀

エコアクション委員会実施体制

電気・水・灯油
総務部・・・松本、岩永

加治屋　賢二 建築部・・・平井
長谷川　ゆか 積算課・・・税所
岩崎　洋 （現場）

自動車燃料・ｶﾞｿﾘﾝ・軽油 金子、前田ﾉ
福本

田村　雅宏 （エコドライブ推進） 燃料費・・・金子
　 　〃 （社有車・私有車燃料費） 重機等・・・建築部員

グリーン購入 総務部・・・岩永
積算課・・・仲原

杉本　正己 設計課・・・村端
長谷川　ゆか 建築部・・・田代
迫田　有紀 （現場） 営業課・・・榮

リサイクル 用紙・封筒
積算課・・・中村ﾌ
設計課・・・村端、田中

岩崎　洋 （現場） 建築部・・・小林
杉本　正己 （設計） 営業課・・・榮
田村　雅宏 （1F）

建築部・・・上内
営業課・・・前田ﾉ

廃棄物
建築部・工事班

岩崎　洋 （ﾏﾆｭﾌｪｽﾄ伝票・ＰＣＢ）
　 　〃〃 （現場）

環境教育
全社員

服部　孝
加治屋　賢二

行政窓口

服部　孝
加治屋　賢二

代
表
取
締
役

笹
原
健
嗣

エ
コ
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ク
シ

ョ
ン
委
員
会

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ・・・

事
務
局

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ・ﾋﾞﾝ・缶・ｷｬｯﾌﾟ･ﾌﾟﾙﾀﾌﾞ
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